
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北信地域） 

平成 27 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 三館同時開催 特別展示「陣屋のまちの文化力」 

事業主体 

（連絡先） 

NPO 法人 アートミュージアム・まど 

長野県中野市中央２丁目２番２号（金井 徳重） 

事業区分 ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 ５４４,２７４円（うち支援金：４０８,０００円） 

（活動写真）

 

①中野市の歴史や文化を周知する。 

②市街地の活性化 

 

 

※自己評価【 B  】 

【理由】 

中野の文化や歴史を周知する効果

は得られたが、来場者数が少なか

った。今後の課題である。 

【展示場風景】

事       】 

 

 【目標・ねらい】 

 

 三館のべ 2,911 人が展示を観覧し、三館を繋ぐ道路に

人の移動を生み出した。 

 また、展示については概ね好評であり、中野文化や歴

史を周知する効果は十分にあった。 

中野市が「中野陣屋・県庁記念館」において開催した展

示会と協働し、市街地にある「アートミュージアム・ま

ど」および「袋屋美術館」において、展示会を開催し、

中野の歴史や文化を広く中野市内外の人々に周知した。 

 展示施設ばかりではなく、商店街の協力も得て、市街地全体が博物館や美術館になるような事

業へと展開できればと考えている。 


